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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 
  

第二の革命 

第二巻：人民の国家 
  

第4部 

  
  

民族と国家のために 
  

国民の幸せと未来のために、国民生活に意味を持たせることが必要だと思

い込んでいたのです。 
    

まず、自明の理として、国家の未来を確保することです。そのためには、

わが国民は十分な生活空間を必要とする。帝国の理念は、ドイツの世界権

力政策の枠組みであり、戦後の既成秩序に対する我々の憎悪と、白人と有

色人種との間の人種的闘争における人種的忠誠心の必要性との間の緊張の

場で、自らの存在を証明しなければならない。 
    

もちろん、これらすべては、国家社会主義とその唯一の価値である民族の

考え方が正しいという条件のもとでしか成り立ちません。このことはかな

り議論の余地があり、だからこそ、私たちの運動は現在、本当の意味での
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「党」、つまり知的・政治的な闘いの一部となっているのです。- では、

ヴォルキッシュの世界観に代わるものとして、どのようなものがあるのだ

ろうか。 

共産主義と自由資本主義という2つの世界支配体制の背後に隠されている

物質主義は、個人生活にも国民生活にも意味を与えることができないこと

は明らかであると述べた。  

    

もちろん、あらゆる国家や政府は、市民のニーズを十分に満たすように行

動する義務があり、支配者は、共産主義国家にありがちな力ずくでニーズ

を低く抑えることも、資本主義政権にありがちな人為的に煽ることもして

はならない。しかし、これは必要な最初の一歩に過ぎない。国家は、これ

に成功したあとでは--白人支配では、これはほぼ成功したのだが--、この

国家を管理することだけに専念することはできない。 
    

基本的な生活必需品の確保は出発点に過ぎない。生きる意味を付加し、す

べての国民に拘束力のある形で伝えなければ、混乱して育った若い世代は

このシステムに反旗を翻すだろう。 
    

したがって、物質主義は人生の目的ではないし、ありえない。物質主義が

存在する場合、それは個人を麻痺させ、自分の人生の内なる空虚さを忘れ

させる麻薬に似ている。このような人たちを憐れむしかない。彼らは不幸

な人たちなのだ。ここに、西洋の最も豊かで問題のない社会、たとえばア

メリカの中流階級や上流階級、スカンジナビアや西ドイツでこそ、最も高

い自殺率が記録され、豊かさに関連した犯罪や精神疾患が驚くほど増加

し、アルコールや薬物の消費が絶望的な割合に達している理由が示されて

いる。  

 これらは、民族全体を汚染している精神疾患の兆候である。この病気

は、"社会の生活の基盤としての唯物論 "と呼ばれています。 
    

理想主義が人間生活の基本条件であり、前提条件であることは明らかであ

る。結局のところ、どの動物も自分の生活を成り立たせており、一部の種

はそのために高度に発達した国家のような構造を作り出している。しか

し、環境の意味や自分の命の意味を考えたことのないアリはいない。現代

の共産主義国家や資本主義国家での生活は、アリの存在である。洋の東西
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を問わず、革命家たちはこれに反発している。 
    

その中で、宗教の問題も当然、私たちの前に立ちはだかります。  
    

第三帝国では、私たちの祖先の種族にふさわしい異教の宗教を復活させよ

うとする試みが単独で行われた。ゲルマン宗教の復活が成功すれば、ヴォ

ルキッシュ国家にさらに強固な基盤を与えることができたことは間違いな

い。人間の宗教的欲求は、国家や国民組織のイデオロギー的基礎と調和的

に融合したことだろう。 

   同様の試みは、ドイツのキリスト教徒によるプロテスタント運動でも行

われた。これは決して国家社会主義者の発明ではないが、そのルーツはは

るか昔にさかのぼる。たとえば皇帝ヴィルヘルム2世は、1923年、オラン

ダの亡命先から元陸軍大臣フォン・シュタインに宛てて手紙を書いてい

る：  

 

"ドーン "9.IX.23  
  

親愛なる閣下、 
  

ご丁寧にお手紙をいただき、誠にありがとうございます。はい、私は熱心
に聖書を勉強しています。あなたの言う通り、人々はOTが記述する方法
から変わっておらず、特にユダヤ人は変わっていない。彼らは結果的に、
ヨシュア記に描かれているような強盗、殺人者、泥棒のままであり、外国

人やキリスト教徒を憎むことで、さらに野心的で卑屈になったのです。だ
から、私にとってA.T.は歴史的な意味しかないのです。新約聖書は、私に
とってもっと身近な存在です。私にとって、キリストという人物はすべて
であり、その隣では、A.T.は消えてしまうのです。私は、贖罪者の影の下
にある澄んだ高台に立ち、そこから、A.T.が霧に覆われている深い谷を見

下ろします。この谷から、偉大な預言者たち、詩篇、格言など、私を喜ば

せる個々の山頂が、陽光に照らされて輝いています。  
  

ちなみに、復讐心に燃え、人々を滅ぼす古いヤハウェはユダの地方神であ
り、「子」によって教えられた我々の「父なる神」概念とは全く関係がな
い。私たちは（キリストを通して）神の子であり、ユダヤ人が何も知りた
がらない「全き父」に祈るとき、古ゲルマンの人々はすでにこのことを
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疑っていました。私たちの教会はこの時代に完全に失敗している。国家

的、君主的に魂を応援するのではなく、完全に「中立」のままであり、

日々失地している。立法府の総会は、無力なブツブツ老人の絵のようなも
ので、自分たちの名誉を傷つけている。国民に愛されたドーリングのよう
な勇者は、攻撃されている！教会は、今のような似非ユダヤ人ではなく、

民族的・国家的なドイツ人にならなければならない。私はこの意味で働こ
うとしているが、成功はしていない。ローマはもっと巧妙に活動してい
る。ユダヤ人・資本主義者の役人を使って、カトリックのカイザートゥム
を推進している！  
    

聖ヨハネ騎士団は何もしない、貴族は田舎で何もしない！君主を強化する
ために、彼らは何をすることができたのでしょう。Thought In the Landなら

できたかもしれない！  

 ヘンリー・フォードは、「ユダヤ人が世界大戦を起こしたのだ。だから

私は言おう、モーセは去れ、キリストは前進せよと！  

ヴィルヘルム" 

  

新異教主義もドイツ・キリスト教も、ゲルマン民族に、文化圏におけるイ

スラム教と同様に、個人に人生の目的を与えるだけでなく、国民生活全体

を形成するのに役立つ宗教を再び与えることができただろう。どちらの宗

教運動も、自分たちだけではこれを実現することはできなかった。しか

し、国教を作り、それを国民に押し付けることは、国家社会主義者の人民

国家の任務ではありえないし、そうであってはならない。われわれ国家社

会主義者は、教会と国家の完全な分離と信教の自由を約束する。 
    

私たちは、カトリック教会の宗教制度やその階層的秩序から、多くのこと

を学ぶことができます： 
    

カトリック教会が、その文化圏の人々に確固とした精神的秩序を与えるこ

とに、ほぼ1000年にわたって成功してきたように、この規則の内容や形式

についてどう考えるかは別として、国家社会主義も精神的基盤を確立し、

それによって、ローマカトリック教会の絶対的精神力の崩壊以来、かつて

キリスト教圏だった西洋を襲った方向感覚の欠如と混沌の天幕を終わらせ

ることになるだろう。その代わりに、国家社会主義的な、つまりヴォル
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キッシュ人種的な基盤の上に、ローマ・オセアニア的な秩序が生まれる。 
    

一部のファシスト運動に見られるような、またカトリックの伝統主義者が

主張するような、宗教的領域のみに限定されない過激なカトリシズムは、

政治的に問題がないとは言えない。しかし、カトリシズムが再びその形成

的な精神力を取り戻すことは期待できない。それは不可逆的に「多元的社

会」の一部となり、したがって拘束力を持たない。 
    

宗教はまだ個人の生活に足がかりを与えるかもしれないが、国家共同体の

精神的、政治的性格を形成する力はもはやない。しかし、必ずしもそうで

ある必要はない。いつの日か、われわれ国家社会主義者が確固たるイデオ

ロギーを持つ人民国家を確立したとき、同じような宗教的潮流が力を持

ち、国民の生活に影響を与えることは考えられる。しかし、再イスラム化

の例の後、キリスト教やその他の宗教が再び世界を形成することができる

ようになるとは考えられません。これは、国家社会主義運動の課題となっ

ている。 
    

私たちは、物質主義でも宗教でも、それが何であれ、白人先進国の精神

的・心的な破綻、深い危機を克服することはできないことを認識していま

す。これは、我々の大陸の理想的に形成された伝統にコミットする世界観

によってのみ達成されうる。この伝統の唯一の継承者は、国家社会主義で

ある。  

    

しかし、私たちの反対派はこう問いかけます。「人間の人生の意味を担う

のは、必ずしも人間でなければならないのでしょうか？代替案はあるのだ

ろうか？ 
    

ブルジョア・リベラルの個人主義は、常に個人の価値を説いている。それ

は、われわれの--占領下のドイツの憲法保護報告でそう呼ばれている--

「ヴェルキッシュ集団主義」と意識的に区別している。この自由主義が、

非人間的な資本主義経済システムと密接に絡み合うことによって、自らの

価値観を気づかぬうちに踏みにじっているという事実を無視しようではあ

りませんか。リベラリズムのイデオロギーだけを見てみよう：  
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個人の自由、その幸福、その生命は最高の価値であり、その背後には国民

や国家が明らかに控えている。彼らの任務は、基本的に個人の自由な発展

を保証することのみである。  

 このような個人の神格化は馬鹿げている。彼らは、自分たちの存在の唯

一の意味を、自分たちの短い人生、つまり、生まれ、働き、楽しみ、死ぬ

ことに見出す、哀れで貧しい人々である。このブルジョア的な個人主義的

エゴイズムは、自分の人生の60年や70年を指して、すべてであるとするの

だろうか。死の床で、「私の人生の唯一の意味は、自分を自由に成長させ

ることでした。今、その人生は終わりを告げた。だから、その結果は、意

味のない、空虚な無になるのだ。"  

    

そのような生と死は、本当に意味があり、美しく、人道的なのだろうか。  

 いいえ、個人の生命は、それ自体を超えて到達し、永続的な何かのため

に使われるときにのみ、意味と価値を持つのです。 
    

たとえリベラリズムがそのユートピア的な目標を達成し、一人ひとりが幸

せで充実した人生の夢に従って自らを成長させる「責任ある市民」の社会

を作り上げたとしても、この社会は、過去に対する敬意と未来に対する責

任ある関心なしに、無意味で空虚で死んだままであろう。 
    

個人の自由は、国家共同体の絆の中でこそ、その価値と意味を見出すこと

ができます。この絆がなければ、個人の人生は何も残らないので、価値も

意味もない。エジプト帝国の栄光のために建設されたピラミッドの工事で

生涯強制労働に従事した名もなき奴隷は、テレビとレジャーに溺れ、脂肪

性心臓病で死なないことだけを考えているドイツ国民よりも有意義な人生

を送っている！これこそ、しばしば悪者扱いされる国家社会主義者のス

ローガンの奥にある、深い内なる意味なのです： 
    

"あなたは何もない！仲間はすべてだ！" 

    

この実現は、個人の価値を低下させるものではなく、個人の価値を高める

ものであり、国家史の意味に組み込まれるからです。もしそうでなかった

ら、どんな人間もアイデアのために勇気を出して命を犠牲にすることはな

かっただろうし、どんな時代でも戦場で血を流すことはなかっただろう！ 
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同胞のため、信仰のため、民衆のため、といった自分の命以外の目的

のために、意識的に自分の命を危険にさらす人がいるたびに、歴史の

ない退廃した終末の時代にのみ考えられる、個人の絶対的価値の思想

の哀れな卑怯さをあざ笑うのです。  

    

いや、個人の生命が最高の価値であることはないし、ありえない。ま

さに、国家社会主義が、自らを人格と民族の最高の価値の体現とみな

しているからこそ、我々は、このブルジョア的な態度を、はるか後に

残さなければならない。  

    

絆の中で発展し、進化する人間だけが、有意義な人生を送ることがで

きる。そして、彼らには、人民国家が人道的な方法で彼らの生活の状

況を形成する努力をすることを期待する権利もあるのです。私たち

は、エジプトやソ連の強制労働者に戻りたくない。もちろん、魂のな

い消費者マシーンに戻るのも嫌だ。 
    

国家社会主義とは、人間の解放、社会正義、尊厳を意味します。 
    

人間は個人であり、だからこそ、個人の幸福のために努力するのであ

る。しかし、人間はまた、何よりも、死者からまだ生まれていない

人々までの永遠の連鎖の中にある共同体の存在である。だからこそ、

この人生と幸福への努力は、この人々との絆においてのみ意味と価値

を獲得する！マルクス主義者にとっては、人民は結局のところ、意味

も内容もない取るに足らない概念である。国際主義的な妄想の中で、

彼らは、プロレタリアートを歴史の意味の担い手とする。 
    

マルクス主義思想の決定的な弱点は、歴史的発展の必然性に対するそ

の信念である。このことから、労働者階級の真の願望に対する深い非

人間性と無関心が生じるのである。カール・マルクスは、次のように

言っている。「このプロレタリアやあのプロレタリア、あるいは全プ
ロレタリアートが、当面の目標として何を想像しているかということ
は問題ではない。それは、それが何であるか、そして、この存在に

従って歴史的に何をすることを余儀なくされるかという問題である。" 
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その間に、他人は常に人に何かを強要するが、「歴史」はそうではな

いことが十分に明らかになった。そのとき、歴史の意味を認識し、実

行すると主張するのは、人間である。歴史的必然性」に頑なに抵抗す

る労働者階級は、したがって、明らかに黒幕と、そのために行動する

「前衛」を必要とするだろう--敬虔なマルクス主義者にとって、歴史が

必然的に共産主義につながらないことは、考えられないからである。

レーニンは、残忍な決意でこの結果を導き出し、こうしてボルシェビ

キの専制政治を確立した。 
    

マルクス主義は、決して労働者階級の考え方や信念ではなく、客観的

には常にブルジョア知識人のイデオロギーであり、彼らはその知的傲

慢さの中で、労働者の願い、概念、考えに無関心である。マルクス主

義は、「労働者階級の前衛」である共産党と現実の労働者階級との間

の無理解の溝であり、ソ連軍の戦車が平穏を保証するような全能感

か、歴史の実行者であると考えるブルジョア知識人の強制手段が欠如

した無能感のどちらかにつながる。 
    

マルクス主義の全能と無能は、同じものの裏表に過ぎない。しかし、

誠実で理想主義的なマルクス主義者が、その思想のこの決定的な袋小

路から脱出するために、三つの方法で試みたことを否定するのは不誠

実なことであろう： 
    

毛沢東主義、改革社会主義、雲上社会主義。 

    

人民の生活環境が悲惨であればあるほど、小さな全権を持ち想像を絶

するほど豊かな上流階級と人民大衆との間の埋められない格差が大き

ければ大きいほど、条件の根本的な革命の必要性が生じてくる。発展

途上国では、このような状況から、共産主義グループが人民との間の

ギャップを縮めることに成功するところもある。特に毛沢東主義の中

国がそうであるが、キューバもここに挙げられる。その理由は、歴史

上のある瞬間、労働者階級だけでなく人民の利益が、共産主義者の主

人の利益と一致したからである：不幸と低開発をなくさなければなら

ないのである！ 
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これは、マルクス主義思想やプロレタリアートの歴史的課題に対する

信念とは何の関係もない。毛沢東は、「毛沢東は、マルクス主義思想

やプロレタリアートの歴史的課題に対する信念とは無関係であり、む

しろ、安全な生計を最終的に求めている民衆の政治組織である。毛沢

東は、「人民が、人民だけが、世界史の原動力だ！」と言った。- とい

う毛沢東の言葉も、その上部構造を無視すれば、実際にマルクス主義

的であるとは言い難い。そしてこのことは、第三世界の他の民族革命

運動の魅力とカリスマ性をも説明することになる。彼らのマルクス主

義は、ほとんどが共産主義的支配圏から政治的・経済的援助を得るた

めの白々しいものに過ぎない。これらの運動は、マルクス主義のイデ

オロギーとはほとんど共通点がない。むしろ、ベニート・ムソルニが

定義したファシズム（ファシズムとは民族主義＋社会主義）に似てい

る。 
    

毛沢東主義そのものが、一種の中国ファシズムである。しかし、ポス

ト毛沢東の中国指導部が、少なくとも国内的には再びソ連モデルに近

づくことは不可能ではないように思われる。そうなれば、支配者と被

支配者の間のギャップは再び開くだろう。いずれにせよ、第三世界の

社会主義は、あえてそう名乗らないファシズムであることがほとんど

である！  

    

先進工業国では、社会改革派のマルクス主義者は、ついに労働者階級

に定着することに成功した。この成功は、マルクス主義イデオロギー

の無自覚な、しかし熱心に実践された放棄によってもたらされた。 
    

実際、改革社会主義--とくに社会民主主義や労働組合運動として--は、

労働者階級の生活条件を改善する上で大きなメリットがある。これを

単純に否定するのは不誠実であろう。しかし、労働者を味方につける

ために、マルクス主義の原点からどんどん離れていかなければならな

かったこの改革的社会主義は、第一次世界大戦の終結後、その存在意

義を失ってしまった。 
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